
1 

 

［事案 2025-124］入院給付金支払請求  

・令和 8年 4月 24日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 約款上の入院に該当しないことを理由に、入院給付金が支払われなかったことを不服とし

て、入院給付金の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 令和 6年 7月から同年 9月まで高度肥満症および 2型糖尿病により入院したため、令和 6年

2月に契約した終身医療保険にもとづき入院給付金を請求したところ、約款に定める入院に該

当しないとして不支払いとなった。しかし、以下の理由により、入院給付金を支払ってほしい。 

(1)本入院は、肥満症と糖尿病の治療のための入院である。食事制限により、低血糖など

の症状や極度のストレスに襲われる可能性があり、入院による管理が必要であった。 

(2)投薬についても、新しい薬に切り替えたため、それが体になじむかを判断するため、入院

して日々の体の状態を記録してもらう必要があった。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)本入院中に実施された検査はいずれも外来で可能であり、入院を要するような異常所見は

見受けられない。 

(2)高度肥満症の治療に関して、本入院中にカロリー制限は実施されているが、入院による管

理が必要な超低エネルギー食による食事療法の実施は確認できない。 

(3)2 型糖尿病の治療については、本入院において一般的な教育入院プログラムの実施は確認

できず、申立人に処方されている薬は入院管理を要する薬剤ではない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、入院時の経緯等を把握する

ため、申立人に対して事情聴取を行った。また、医学的判断の参考とするため、独自に第三者

の専門医の意見を求めた。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


